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（４）造園の魅力が引き出された美しい空間の創出 

ア 植栽を効果的に使った空間を創出する 

 (ア)シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (イ)アイストップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

広場状空地の突き当たりに植栽された高木群
は、アイストップとして空間を引きしめるとと
もに、背後のビルの角を消すことで空間に柔ら
かさを与えている。 

アイストップとなる独立樹も、自らの敷地に
設置された看板で、見る方向によっては価値が
下がってしまう。 

敷地のコーナーに植栽されたシンボルツリー
は、空間を引き締めるとともに周辺のランドマ
ークにもなっている。 

特徴ある樹木を数本植えることでシンボリッ
クな空間を演出している。 

凡例  青字：望ましい事例 赤字：改善が望まれる事例 
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 (ウ)抜け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(エ)一団の塊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

周囲の見通しを確保しながら、樹木を階層的に塊として植栽することで、緑量感を増す効果が期待
できる。 

歩道状空地の両側に列植された高木は、潤い
をもって歩行者の視線を抜く効果がある。 

歩道状空地に配置された多様な植栽は見る方
向によって、変化に富んだ潤いをもって歩行者
の視線を抜く効果がある。 

低木主体の植栽で階層的になっておらず、緑量感が乏しい空間となっ
ている。高木を配置することで、緑量感を増やすことができる。 

凡例  青字：望ましい事例 赤字：改善が望まれる事例 
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(オ)寄せ                 (カ)厚み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(キ)エッジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

歩行者動線に配慮した上で、建物等の構造物
に寄せて植栽することは、空間の有効活用や緑
量感を増す効果がある。 

歩道状空地の植栽、建物側に寄せられた植込
み、広場状空地の緑陰樹の連担で緑の厚みが増
している。 

歩道状空地の植栽として基盤を立ち上げず、
かつ、エッジを曲線にすることで、和らいだ空間
が造られる。 

壁による植栽帯の立ち上げは、歩行者へ圧迫
感を与える場合がある。（地形上、やむを得ない
場合は除く。） 

凡例  青字：望ましい事例 赤字：改善が望まれる事例 
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イ 落葉樹と常緑樹をバランスよく配置し、四季の変化に富んだ美しい空間を創出する                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 既存樹木を活用する 

 

 

 

 

  

落葉樹と常緑樹をバランスよく配置し、四季の変化に富んだ美しい空間を創出している。 

地域の財産としての緑を継承するため、大径
木や長年地域に親しまれてきた樹木を保全・活
用している。 

 

樹高の高い樹木を植栽することにより、竣工
当初から緑量が感じられるほか、建築物の周辺
への圧迫感を軽減する効果が期待できる。 

常緑樹だけでなく落葉樹も併せて配植するこ
とにより、季節感のある空間を演出することが
できる。 

エ 樹高の高い木を植栽するなど、ボリューム感
のある緑の空間を創出する 

凡例  青字：望ましい事例 赤字：改善が望まれる事例 
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オ 植物の生育に適した植栽基盤の確保 

 (ア)雨水の供給 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)人工地盤上の植栽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人工地盤上でも、樹種の選択、植栽配置等の工
夫により開放的で落ち着いた空間を形成してい
る。 

人工地盤上でも緑量を感じさせる植栽が可能
である。 

高木の根元を地被植栽で広く覆うことは、踏
圧の防止、雨水の供給など、植物の生育上効果が
あるほか、開放的な景観形成にも寄与する。 

高木の根元について、踏圧防止と舗装材の見
栄えを優先する結果、雨水の供給上効果が薄く
なる場合がある。 

人工地盤上の植栽環境が適切でなく、植栽の生育が
不良となっている。土壌環境などに配慮することによ
り、植物の健全な育成を図ることが重要である。 

凡例  青字：望ましい事例 赤字：改善が望まれる事例 

植栽が枯れている。 
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 (ウ)植栽間隔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

樹木の将来樹形を考慮した適切な間隔で高木
を植栽し、緑量のある空間を創出している。 

街路樹と連携した公開空地の高木植栽である
が、両者の間隔が狭すぎるため、枝が競合してい
る。 

凡例  青字：望ましい事例 赤字：改善が望まれる事例 
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コラム：「造園の魅力が引き出された美しい空間」 

 都心では、緑地が都市に潤いを与え、都市が緑地ににぎわいや造形の美しさを与えています。

都市と緑地を一体的に考えることによって、空間の効率的・効果的な活用が可能となります。こ

のように、都市において緑地のデザインを行う際は、都市計画やランドスケープとの連携を図る

ことが大切です。 

また、古くから大きな建物には、庭園が設けられていました。これらの庭園は、生活の中で様々

な役割があり、歴史的・文化的にも重要で、人間の生活の中で自然を体現できる空間として貴重

でした。庭園を通じて、多くの方の理想とする緑地空間は、四季が感じられ、自然に配慮した心

地よい安らぎを与えてくれる空間と考えられています。このような空間には、奥に高木、手前に

中木や低木を配置し、緑の奥行を持たせ、景観に配慮したメリハリのある配植を行うなど、多く

の造園技法（シンボル、アイストップ、抜け、一段の塊、寄せ、厚み、エッジ等）が用いられて

いるのです。 

 今度、機会があれば緑地空間を観察してみてはいかがですか。「あっ」と思わせる匠の技が発

見できるかもしれません。 

撮影：大手町ビル 


